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経
済
事
業
含
轟
計
算
を

Ｊ
Ａ
の
総
合
的
リ
ス
ク

マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
は
何
か
。

Ｊ
Ａ
は
ほ
か
の
金
融
機
関
と

は
異
な
り
、
経
済
事
業
や
共
済

事
業
を
営
ん
で
い
る
総
合
事
業

体
だ
。
個
々
の
Ｊ
Ａ
経
営
の
格

差
が
拡
大
し
て
い
る
が
、
悪
い

経
営
と
良
い
経
営
で
は
何
が
違

う
の
か
。
全
国
８
０
０
Ｊ
Ａ
の

財
務
デ
ー
タ
を
基
に
経
営
悪
化

の
要
因
を
分
析
す
る
と
、
不
良

債
権
と
経
済
事
業
の
過
大
投
資

が
個
々
の
Ｊ
Ａ
経
営
悪
化
の
要

因
と
分
か
る
。

経
営
格
差
が
生
ま
れ
る
背
景

を
考
え
る
と
、
Ｊ
Ａ
の
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
管
理
の
対
象

と
す
る
事
業
分
野
は
信
用
事
業

だ
け
で
は
な
く
、
経
済
事
業
に

お
け
る
過
大
投
資
や
収
支

ロ
ス

Ｊ
Ａ
の
‐リ
ス
ク
管
一理
対
象

な
ど
も
積
極
的
な
リ
ス
ク

マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
対
象
と
す
べ
き
で

あ

る
と

い
う
点

に
た
ど

り
着

く
。
単
に
信
用
事
業
だ
け
の
管

理
で
は
根
本
的
な
リ
ス
ク
の

コ

ン
ト

ロ
ー
ル
や
収
支
の
改
善
に

は
つ
な
が
ら
な
い
。

実
際
に
経
営
的
に
良
い
成
績

を
挙
げ
て
い
る
Ｊ
Ａ
で
も
経
済

事
業
の
投
資
の
問
題
や
収
支

ロ

ス
が
課
題
で
あ
る
と
感
じ
て
い

る
Ｊ
Ａ
は
多
い
。
経
営
的
な
条

件
が
良
い
と
こ
ろ
で
も
経
済
事

業
の
過
大
投
資
に
よ
り
将
来
、

利
益
水
準
が
低
下
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
協
同
組
合
で
あ
る
限

り
、
組
合
員
の
サ
ー
ビ
ス
で
赤

字
に
な
る
事
業
の
存
在
は
仕
方

が
な
い
と
考
え
が
ち
だ
が
、
何

も
改
革
を
行
わ
な
け
れ
ば
利
益

水
準
が
低
下
し
、
最
終
的
に
は

自
己
資
本
を
侵
食
す
る
こ
と
に

な
る
。
信
用
、
共
済
事
業
の
利

益
が
な
け
れ
ば
経
済
事
業
の
赤

字
は
資
本
で
賄
う
し
か
な
い
。

Ｊ
Ａ
の
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン

卜
の
形
態
は
、
統
合
的
な
リ
ス

ク
量
と
資
本
を
対
比
す
る
統
合

的
な
リ
ス
ク
管
理
を
は
じ
め
、

経
済
事
業
の
リ
ス
ク
と
し
て
、

今
後
、
予
想
さ
れ
る
キ

ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
を
推
定
、
将
来
、
投

資
が
回
収
で
き
な
い
キ

ャ
ッ
シ

ュ
ア
ウ
ト
が
生
じ
る
部
分
を
リ

ス
ク
量
と
し
て
自
己
資
本
の

一

定
の
枠

（範
囲
）
の
な
か
で
管

理
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

信
用

・
経
済
事
業
を
営
む
Ｊ
Ａ

の
総
合
事
業
の
特
色
に
合

っ
た

リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
態
勢
が

重
要
に
な
る
。

総
合
的
な
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
導
入
は
、
経
験
と
勘
の

経
営
か
ら
数
値
に
基
づ
く

マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
転
換
、
絶
え
ず
あ

ら
ゆ
る
事
業
の
課
題
を
早
め
に

認
識
し
、
改
革
と
改
善
を
行

っ

て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

（
Ｊ
Ａ
総
研
主
席
研
究
員

・加

島
徹
）
（次
回
は
７
月
７
日
付
）


